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常陸大宮市総合計画「ひたちおおみや未来創造ビジョン＜基本構想＞（改訂案）」及び

「ひたちおおみや未来創造アクションプラン＜基本計画＞（案）」に対するパブリック・

コメントの結果について

１．意見募集の実施状況

（１）意見の募集期間 ： 令和３年１２月１０日（金）～令和４年１月１１日（火）

（２）意見の提出者数 ： ３名

（３）意見の提出方法 ： 郵送２名，メール１名

２．意見の内容及び意見に対する市の考え方

N o . 対象計画
意見のタイトル 意見の内容

※原文のとおり記載しています。
意見に対する市の考え方

１ 基 本 計

画

ひたちおおみ

や未来創造ア

クションプラ

ン＜基本計画

＞の表現と盛

り込むべき内

容

アクションプランというのは，基

本計画のことではなく，いつどこで

誰が何を何のためにどのように行

うのかを示した具体的な実施計画

（行動計画）を盛り込んだ計画のこ

とのはずです。

基本計画というのは，基本構想を

実現していくための基本的な方針

とその実現に必要となる主要な事

業を示したものを意味するはずで

す。基本計画は基本構想を実現する

ために必要な各種の具体的事業を

展開していく際の指針となるもの

であることから，主要な事業につい

ては，基本計画の中に相互の関連や

時系列を整理して体系的に示して

おく必要があります。主要な事業が

明記されていない計画を基本計画

と呼ぶことは，相応しくないと思い

ます。

今回の基本計画は，アクションプ

ランと称していますが，内容は事業

展開の方向性を抽象的な表現で示

す基本構想のレベルに留まってい

て，計画の目標を達成していくため

に必要となる主要施策が具体的に

見えていないように感じます。

アクションプランという表現を

本市では，行政・市民・団体等の行動

並びに実践を促すものとして基本計画

を位置づけ，名称をアクションプランと

設定しています。また，基本計画では，

本市が進める施策の方向性と主な取組

などを盛り込んでいます。

基本計画を踏まえた具体的な事業名

称及び内容については，基本計画を踏ま

え3年間を計画期間として策定する重点

事業計画において取りまとめを行うも

のとしています。また，重点事業計画は，

社会経済情勢や財政状況の変化，市民ニ

ーズへの対応等を勘案しながら，毎年度

見直しを行いますので，基本計画に関し

ましては，原文のとおりとします。
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N o . 対象計画
意見のタイトル 意見の内容

※原文のとおり記載しています。
意見に対する市の考え方

使うならば，計画を実現していくた

めにどういう事業を展開していく

のか，少なくとも重要な事業につい

ては具体的に明示しておく必要が

あると考えます。

今後，基本計画を受けてより詳細

な実施計画を作ることになると思

いますが，主要な事業については，

基本計画の中にも盛り込んでいく

ことが必要と考えます。

主要事業に関連して計画実現に

必要となる個々の事業については，

基本計画の考えに基づいて単年度

毎の予算編成の中で十分に議論し

て予算化していけばよいと考えま

す。しかしながら，予算化の単年度

主義を重要視すると，どうしても場

当たり的になりがちで，基本計画そ

のものの意味が薄れてしまいます。

そこで，基本計画の中に計画実現の

要となる重要事業は盛り込んでお

き，社会経済環境等の変化を勘案し

て必要な修正を加え，実施に移して

いくことが良いと考えます。

従って，今回の基本計画は，アク

ションプランという表現をやめて，

単純に「ひたちおおみや未来創造基

本計画」とし，計画の実現を担保す

るための主要事業を盛り込んで，基

本計画らしく体裁を整えるべきと

考えます。
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N o . 対象計画
意見のタイトル 意見の内容

※原文のとおり記載しています。
意見に対する市の考え方

2 基 本 計

画

基本計画の中

に，「博物館の

創設」を入れ，

基本計画の目

標と主要な対

応策を明記す

る

① 基本計画の中に具体的な事業を

盛り込まないのは，議会等で事業の進

捗や成果を聞かれても逃げられるよ

うにしておくためではないかと穿っ

た見方をしてしまいます。基本計画に

は，計画に掲げた目標を達成するため

に必要な主要事業を盛り込むべきと

考えます。計画の文章も，「○○をし

て○○を○○させる」という曖昧な表

現より，「○○を○○させるために○

○をします」と，目標とそれを達成す

るための事業をより分かりやすく強

調した表現にすべきではないでしょ

うか。そうしないと，計画の存在意義

が薄れてしまうように感じます。

②常陸大宮市の魅力を高めて，市内外

からの多くの人を集め，市の活性化を

図っていくために，多機能を有する

「博物館の創設」を具体的事業として

基本計画の中に盛り込むよう提案し

ます。（博物館構想の詳細は，別添資

料参照）

この博物館は，泉坂下遺跡の出土物

（重要文化財）と常陸大宮市で生まれ

たとされる雪村の作品群（レプリカで

可）を目玉に，佐竹氏関係他歴史，文

化，民俗，自然等現在進行中の市史編

さん事業で明らかになった多種多様

な資料を保管，展示公開し，シンクタ

ンク機能や情報発信機能，郷育立市や

生涯学習の拠点施設とすることによ

り，研究者を含め市内外の多くの人が

集まる魅力的な施設を想定していま

す。

博物館の創設は，基本構想，基本計

画の理念に適切に応える具体的な施

策であり，施策大綱１の政策１施策２

②，政策２施策３①，４③，５①②，

大綱３の政策１施策１②，④，施策２

①，大綱４の政策１施策２，３，大綱

５の政策２施策３①等の中に具体的

に盛り込むべきと考えます。

①基本計画では，本市が進める施策の

方向性と主な取組などを盛り込んでい

ます。

また，基本計画を踏まえた具体的な事

業名称や，事業内容については，重点事

業計画で取りまとめ，さらに数値で成果

目標を設定し，事業の進捗・達成度合い

を客観的・定量的に評価することで，基

本計画の目標の達成に向けて取り組み

ますので，原文のとおりとします。

②「博物館の創設」に対するご意見に

つきまして，本市の優れた文化遺産は，

学校教育や生涯学習を通して市民の郷

土愛を育むとともに，観光資源としても

活用されるなど多くの分野に関連する

と考えられますので，大綱 1政策 2施策

5 の「①歴史文化遺産の保護・活用と施

設の充実」の分野において，文化財展示

施設の検討を進めますので，原文のとお

りとします。
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N o . 対象計画
意見のタイトル 意見の内容

※原文のとおり記載しています。
意見に対する市の考え方

3 基 本 計

画

大綱 2

政策 3 災害

に強いまちづ

くり

施 策 7 防

災・危機管理

体制の充実

②防災体制の

充実

災害関連死を無くすために，発災

直後，復旧・復興期などのフェーズ

に合わせた支援体制の構築が必要

になるのではないかと考えます。と

くに高齢者や障害者等の災害弱者

は災害関連死のリスクが高くなる

傾向があるため避難生活が長期に

及ぶ場合には，そのような対象者に

対する支援のあり方や医療従事者

による災害支援チームの関りも必

要になるのではないかと考えます。

災害時の被災者の健康管理等は重要

な課題であり，災害発生時の具体的な支

援体制等に関しては，常陸大宮市地域防

災計画により計画しており，発災直後の

医療救護，避難後の健康管理及び復旧期

の心的健康管理等のフェーズに合った

対応をとれる体制の構築に取り組んで

います。

ご意見を参考とし，災害の直接死はも

とより，関連死を防ぐ施策を検討すると

ともに，関係性の深い避難所関係の改善

等に取り組みます。

4 基 本 計

画

大綱3 政策1

魅力と特色あ

るまちづくり

施策 1 計画

的な土地利用

と拠点づくり

②常陸大宮駅

周辺整備の推

進

2項目目の冒頭に「新駅舎や駅西

口」という明確な場所を明記してあ

ります。駅東口側の方向性について

も記載してはどうかと考えます。

基本計画においては，交流拠点の整備

位置をわかりやすくするために，駅の西

口側に整備するとしています。

基本計画においては，駅東口も含めて

の駅周辺整備の方向性となるものです

ので，原文のとおりとします。

なお，駅周辺の整備に関しましては，

駅周辺整備計画に基づき推進します。
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N o . 対象計画
意見のタイトル 意見の内容

※原文のとおり記載しています。
意見に対する市の考え方

5 基 本 計

画

大綱3 政策1

魅力と特色あ

るまちづくり

施 策 2 移

住・定住の促

進 ②移住体

験の充実

「特色のある産業での就労体験」

と記載されていますが，常陸大宮市

の高齢化率の推移を鑑みて，医療や

福祉領域における専門資格を保有

した人の就労体験も必要になるの

ではないかと考えます。もちろん農

業や新たな産業の創出も必要にな

ると考えますので，「特色のある産

業」とは何なのか，もう少しわかり

やすい形で明記することも必要に

なるのではないかと考えます。

本市では人口減少対策を本市の最重

要課題として捉えており，本市に移住す

る人を増加させるための取組を進めて

います。その取組として，移住希望者が

本市での仕事や生活を体験する取組の

一つが就労体験となります。

都市部から農村へ移住する人には，就

農を希望されるなど，自然と触れ合う仕

事を希望される方が多い傾向があるた

め，本年度は農業などの就労体験のほか

テレワーク体験を実施しています。

今後移住施策としての就労体験にお

いて，医療や福祉分野も含め様々な分野

での実施を検討します。

また，「特色のある産業」に関しては，

医療や福祉分野も含め様々な分野が考

えられますので，原文のとおりとしま

す。
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N o . 対象計画
意見のタイトル 意見の内容

※原文のとおり記載しています。
意見に対する市の考え方

6 基 本 計

画

大綱4 政策1

市民の多様な

活動を推進す

るまちづくり

施策 1 地域コ

ミュニティ活

動の充実②コ

ミュニティ活

動の活性化

「集落支援員や地域おこし協力隊

と連携し，元気な地域コミュニティ

づくりを推進します。」と記載され

ていますが，「施策 2 市民と行政

による協働の推進」にもあるように

地域コミュニティづくりには市民

一人ひとりの参画が必要になるの

ではないかと考えます。また，民間

企業も CSR 活動などを通してコミ

ュニティづくりに関与しています

ので，前者に限定しない表現の方が

よいのではないかと考えます。

本市と市民の協働によるまちづくり

の基礎は地域コミュニティである区及

び班となりますが，近年，区や班への未

加入者が増加しているほか，人口減少や

過疎化の影響により一部の区・班では，

地域活動が困難な状況が生じています。

本市では，区・班への加入促進や地域

センターの整備，集落支援員の配置や，

地域おこし協力隊の活用による地域コ

ミュニティの維持・活性化する取り組み

を推進しており，また，ご意見のように

市民一人ひとりの参画が必要ですので，

市民を対象とした協働の担い手となる

人材の育成・支援を進めています。

また，地域コミュニティづくりの取組

に関しては，集落支援員や地域おこし協

力隊に限定するものではなく，基本計画

に記載のとおり多様な地域コミュニテ

ィ活動を支えるボランティアや各種団

体・NPO などと連携を図りながら，地域

コミュニティの推進体制づくりに努め

ますので，原文のとおりとします。

なお，市民団体や，企業などと市との

協働については大綱 3 政策 1 施策 2

市民と行政による協働の推進において

進めます。
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N o . 対象計画
意見のタイトル 意見の内容

※原文のとおり記載しています。
意見に対する市の考え方

７ 基 本 計

画

大綱2 政策2

施策 4 障が

い者福祉の充

実 ③療養や

特別支援教育

の充実 「児童

発達支援セン

ターの設置を

目指します」に

ついて

発達に不安のある子どもさんの

保護者にとって，検診等で出逢う保

健師の存在は大変重要だと考えま

す。保健師の知識と経験はもちろん

ですが，保護者の不安な気持ちに寄

り添える様，保健師自身が心の余裕

を持てる為に保健師の充分な人員

配置を願います。保健師との連携の

もと，児童発達支援センターにつな

げられた場合には，保育園，幼稚園，

小学校，中学校，高等学校と節目節

目で変わる環境に応じて，その子ど

もさんに関わる全ての方が集まり

話し合いの場を持てる「連携会議」

の随時あるいは定期的な開催の実

施を強く望みます。

発達の気になる子どもやその保護者

へ切れ目のない支援を行うために，早期

発見と相談体制の充実が必要であるこ

とから，総合計画では，大綱 1 政策１

施策１ 子ども・子育ての支援の充実

③子育て支援の充実において，発達の気

になる子どもへの各種支援を行うとと

もに，生涯にわたり切れ目のない支援を

行う施設の設置を目指し，各種検討を推

進していきます。施設の設置にあたって

は，保護者の不安な気持ちに寄り添える

よう，相談体制や療育支援体制の充実を

図るため，保健師をはじめ，専門的な知

識を持つ職員の配置に努めます。


